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あ LI ���11月7日（水）の午前10時45分から中央公民館ホールで第9回遷 ������������ �醒i需／判小宅＝ 質町萄友会挿花展の表 ����彰式が行われ、16人が各表彰を受けました。 ��������．tl �・二品 
今年も10月2 ��9日から11月17日まで役場前駐車場に展示された色 

とIlと �りの菊は、私たちの目を楽しませてくれました。萄友会の　＝ 

誓 う ○ ���みなさん．′来年も楽しみにしていますネ。 ������������黙 、；半 ．） l �三選 †′ �謂 ＼し ヽ∴ 
●第9回挿花展展示会受章者一覧（敬称略） 

録 ��菊花種別 ��氏　名 ��賞　　　　菊花種別 �����氏　名 

宗像大社宮司質 ��大　輪 ��島田　茂夫 ��遠龍口幅工会々長篇 ���福　助 ��井口　政子 

宗像大社宮司質 ��大　輪 ��大塚十四美 ��遠賀町商工会々長篇 ���だるま ��井地美部枝 

遠賀町々長篇 ��大　輪 ��石田　　飾 ��遠賀町蕎麦会々長篇　大　輪 �����門司　明徳 

遠賀町々良質 ��福　助 ��添田　太陽 ��遠賀町蕎麦会々長質　大　輪 �����本田　国雄 

遠賀町議会議長質 ��大　輪 ��下村　　運 ��遠賀町蕪友会々長篇　大　輪 �����松本　　実 

遠賀町教育長篇 ��盆　栽 ��田中　由夫 ��遠賀町菊友会々長篇　大　輪 �����石松船五郎 

遺賢郡農業協同 組合長篇 ��大　輪 ��大庭　満男 ��潮間I萄友会々長篇　椙　助 �����坂井　清美 ��∴　∴＝二幸 

遺賢都農棄協同 組合長篇 ��だるま ��桝田　　博 ��遠賀町菊友会々良質　福　助 �����古賞　美光 �� 



来年の石IIl国体漕艇競技の

成功をお祈りします。

11月15日（木）、来年の石川

国体夏季大会で漕艇競技会場
となる津幡町に遠賀町が国体
旗を引き継ぎました。

引き継ぎ式には、遠賀町か
ら高山和幸町長ら3人、津幡
町から矢田剛町長ら20人が出

席しました。

高山町長が「町挙げての開
催準備が実って素晴らしい石
川国体になるものと確信して
います。」と述べ、大会の成

功を祈って矢田町々に国体旗

を手渡しました。これにこた
えて矢田町長が「成功に向け
て頑張ります。」とあいさつ

し記念品の交換をした後、選
手団の民活受け入れや輸送対

一遠賀町から津幡町へバトンタッチ一　策などの懇談を行いました。

11月15日（木）の午後2時

から門司一美さんの圃場で島

門小学校の2・5年生が稲刈
りの体験学習をしました。

農協青年部の協力のもと6
月下旬にどろん乙になりなが
ら田植えをした稲を刈るとい

うことで児童たちのうれしさ

はひとしおの様でした。

今年は夏に雨が少なく例年
に比べると実の付き兵合いが

少なかったそうですが、約四

億のお米がとれました。
刈った稲は5東ずつにまと

諾漂露器築みんなで食べる収穫祭が
競認諾詫言楽しみです。
たちには結び方の勉強にもな　　－島門小2・5年生体験学習－
ったみたいです。

2

“広報おんが”では、あなた

の周りの身近な出来事や話題を

待っています。役場の広報担当
までご連絡ください。℡293－1234
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歌って、演じて、深めた連携惑。
11月17日（土）の午前9時30分から11時30分まで遠賀

町中央公民館大ホールで町内3つの小学校による文化交
流会が行われました。今年で2回目を向えたこの会、各
学校の6年生の児童が猛練習した演劇、合唱、器楽演奏
などが披露されました。広漠小学校の演劇「海のうた」
では、古代からの歴史をたどる内容で構成され、観客か
らは、一味遭った白組こ大きな拍手が送られました。

園園園漢音回書園易鼠－ 

主査－一塁諒プ∴心音■監饗轟覇 
、　　：善一／、†ノ　　　　　選　一 

i認容最は売電騒感 
老人クラブの生きがい農園

芋掘りで園児にもてもて
11月2日（金）の午前10時40分から八幡西区にある要

員幼稚園の園児約120人が老人生きがい農園で芋掘りを楽
しみました。この生きがい農園は今年6月に完成し、管
理・運営を老人クラブに委託、初年度の今年は芋づくり
に挑戦。北九州怖内の幼稚園などからの申し込みも多く
この日は初めての団体さん。一坪500円の使用料は単位ク
ラブに分配され、有効に使われるそうです。

第8回遠賀町民体育大会一蹴テニスー 

l 　ヽii 　∴† tIl ／ニ‾－．＿ 

30分より総合運期公園内テニスコートで、54人が参 

う、＼

＿／ ≡さく �二名ゝ、、 
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一度は行ってみたかったんです。
一文化ふれあい事業吉野ヶ里見学ツアーー

11月紗日（木）の午前9時から約2百人の動加のもと
文化ふれあい譲葉「吉野ヶ里遺跡見学ツアー」が行われ
ました。午前9時にバス5台を連ねて役場前を出発oll
時から、全国巌大規模といわれろ環濠集落を約2時間見
学し、見学者のみなさんは「九州に居るからには一度は
行ってみたかった」と満足された様子。帰りには太宰府
へ立ち寄り、お孫さんや息子さんの合格祈願もしました。

《（へ tJ 言草 ’＿＿JO � �tld▼ i 
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第8回遠賀町民体育大会
－インディアカ大会－

11月25日（日）、9時開会式、9時30分競技開始で、

男女合せて16チームが参加して勤労者体育センターで

開催されました。結果は次の通り
ト男子の部（団体）　優勝　遠質町教育委見合
準優勝　緑光苑チーム　第3位　遠賀町役場チーム

ト女子の部（団体）　優勝　遠賀レディスAチーム
準優勝　鬼津Aチーム　第3位　松の本Aチーム

漕　　軟　　体　　コ　　コ　　　　　　る鴎　唐衣　ま薄 
艇　　風　　業　　ス　　ス �遠 賀 �外　気ず　ぎ明 
蔵　　の　　の　　モ　　モ ��の　括れ　るの 
授　　章　　貼　　ス　　ス ��旧　さ　の　ろ庭 
晃　　年　　紙　　や　　の ��唐　　音　　に 
て　　四　　構　　造　　乱 ��た　　の　　鋭 
な　　十　　手　　成　　れ ��ず　　か　　く 
め　二　に　そ　て ら　父　秋　こ　貨 ��ぬ　す　鳴 る　か　く 

か　の　深　ま　車 に　差　し　で　の �俳 �人　に　百 多　響　舌 

水　　　　　　　　菜　　昏 �友 句 �し　　　か　　の 
澄　　　　て　れ め　　　　を　の ��爽　い　一 竹　て　声 

り　　　　　　　　　り　　こ ��桃　　即　　の 
n∴∴∴るi油 �∠ゝ �の　位　み 花　の　に 

田 �キミ 抄 �は　　式　　て 
柴　小　加　岩　徳　幸 ��井実業の大枝 盛　お∴∴に 

田　野　蔽∴∴荻　永　和 ��日　　田　　揚 

細　房 子　房　江 と　多　栄　信　小 も　恵　　　　代　選 

千　　手　　千　　江　　子 



12月

水道料金●誰蕾で
電気、ガスや電話料全などの自

動振替と同じように水道料もあな

たの預金口座から自動的に振替す

ることができます。

納期限も気にする必要もなく、

納め忘れもなくなり、払込みのた

めにわざわざ出かける必要もあり

ません。そんな手間や忘れを振替

納付が解消してくれます。

便利で確実な口座振替をご利用
ください。

申し込みは、あなたの預金口座
のある金融続開で手続きをしてく

ださい。

●手続きに必要なもの●

●預金通帳

●預金通帳届出の印鑑

●水道料の納付書

う悪徳商法　書聖駕票 �さ �あ8度は 選ばれ庵のよ／ きつと来てね／ �ビューティーアドパイサーです　漢書聾唖蓮田雪肌最看 

活センタ一課霊蒜器諸説霊● ℡092（451）0999譲「籠莞悪罵蒸器言： 責苦協会　蕊寵鵠諾鷲器 ℡092（641）8753誌詩誌霊霧憩み �シマッタ 実会話の濃紺を賃わ れ定困つな恩あ・・ 角田 �さ　即ト � 
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交通事故と相談
●電話のご相談もお受けします

℡093－521－2140（直通）

相綴目　月曜から金曜午前9時半～午後4剛0分

◎専門の相談員が親身になってご椙謝こ応じます

◎弁教士椙駁日　毎お金9日手緩1時～4時

（社川底自動車側繭翻i談センター

降るような星空の下で
音楽と星の話をあただ
iこお届けします。
第3回「星と音楽の夕べ」

を開催一県青少年科学館一

福岡県青少年科学館では天文

教育普及活動の一環としてプラ

ネタリウム投映と音楽による「星

と音楽の夕べ」を年間3回開催

しています。今回は3回日です。

●とき〉12月22日（土）午後6時

から●ところ〉福岡県青少年科

学館コスモシアター●参加費〉

無料●内容〉冬の星空散歩・ク
リスマスCDメドレー・1990年

を振り返り●申込方法〉住所、

氏名、電話番号を記入した往復
ハガキで12月15日（土）までに申

し込んでください●申込み・問

い合わせ先〉〒830福岡県久留

米市東漸原町1713　福岡県青少

年科学館「星と音楽の夕べ」係

第18回福岡県身体

障害者作品展を
開催します。
この作品展は、身体陪審者の

自立更生意欲の向上と一般社会

の障善書に対する認識を深める

ことを目的に開催されます。ま

た出展作品も募集しています。

●開催期間〉平成3年2月23日
から27日までの5日間●会場〉

九州ジャスコ㈱飯場店●作品暮

集〉作品は絵画、喜、写真、手

芸品、民芸品などで、希望者は、
遠賀町身体障害者福祉協議会の

白石さん（会長）℡293－0527を通

じて申し込んでください●問い

合わせ先〉（財）福岡県身体障害

者福祉協会℡092（751）3239

し＼ ら 3I網 一●、や 口い－ �宅で鍵展料理のホ ムパーティーをさ �Iホームlけイー商法臆かたり高‾す8 �もう使えませんよ。 �（肪たきねら 

せ �千・・友選もさそつ � � � 

て �ください無料です � � �●福岡県消費生 

○○ �� �〔フ � 

Irヽ �そ● ＼プ � �撹 �i　●（財）福岡県消 

る手口もあります。 � � 

‾“ぅ

（
高
校
生
の
部
）
・
第
Ⅱ
部
（
設
計
者

の
部
・
第
Ⅳ
部
（
建
築
工
事
業
者
の
部
）

●
表
彰
）
優
秀
賞
第
－
部
…
5
0
万
円
、

第
Ⅱ
部
…
1
0
万
円
、
第
皿
、
Ⅳ
部
…
脚

万
円
●
受
付
期
間
）
平
成
3
年
2
月
l

日
（
金
）
か
ら
2
月
1
5
日
（
金
）
ま
で

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
）
〒
1
0
0
東
京

都
千
代
田
区
永
田
町
2
－
4
－
3
（
財
）

日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
℡
0

3

（

5

8

1

）

5

5

8

2

富
士
見
台
2
－
3
6
「
N
H
K
学
園
8
E

8
1
係
宛
」
℡
0
4
2
5
（
7
2
）
3
1

5

1

お
馳
㊧
哩

N
H
K
学
田
の
生
涯
学
習

悪
揖
崖
で
増
－
害
し
一
再
え
か

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信

講
座
冬
期
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
書

道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
囲
碁
な
ど

和
讃
座
1
6
7
コ
ー
ス
を
開
話
し
ま
す
。

●
申
込
期
間
）
平
成
2
年
日
月
1
日
か

ら
平
成
3
年
1
月
3
1
日
ま
で
●
申
込
方

法
）
案
内
書
（
無
料
）
を
請
求
の
う
え

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

と
希
望
の
講
座
名
を
ハ
ガ
羊
に
明
記
し

て
申
込
み
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
）
〒
1
8
6
－
0
1
東
京
都
国
立
市

工
業
統
帥
調
査
と
石
油

等
消
費
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

通
商
産
業
省
で
は
、
平
成
2
年
1
2
月

3
1
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
と
石
油
等

消
費
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
す
が
た
や

製
造
業
活
動
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
調
査
の
結
果
は
国
民
生
活

の
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
、
住
み
よ
い

日
本
を
築
く
た
め
に
役
立
て
ま
す
。

調
査
は
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

調
査
員
が
年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
の

対
象
と
な
る
製
造
蕾
業
所
に
お
伺
い

し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て

回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
内
容
は
、
統
計
法
に
よ
り
厳

重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

」
落
差
の
管
理
・
所
有
す
る

建
て
物
は
大
丈
夫
で
す
が

報
道
な
ど
で
ご
承
知
の
と
お
り
、
直

方
市
内
の
店
舗
ビ
ル
の
外
壁
の
一
部
が

崩
れ
落
ち
通
行
人
3
人
が
死
傷
す
る
と

い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
事
故
を
契
機
に
、
み
な
さ
ん
が

所
有
や
管
理
を
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の

外
壊
、
窓
ガ
ラ
ス
、
屋
外
突
起
物
な
ど

の
落
下
の
恐
れ
の
あ
る
蔀
分
は
、
至
急

点
検
し
、
不
良
個
所
は
改
善
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

す
。
な
お
、
事
業
認
定
に
つ
い
て
利
害

関
係
を
有
す
る
人
は
縦
覧
期
間
内
に
、

福
岡
県
知
華
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
起
業
者
の
名
称
　
遠
賀
町

●
事
業
の
種
類
　
　
老
良
コ
ミ
ュ
一
二
ア

ィ
広
場
新
設
事
業

●
起
業
地

㈲
収
用
の
部
分
　
遠
賀
町
大
字
老
良

字
村
下

㈲
使
用
の
部
分
∴
な
し

●
縦
覧
場
所
　
遠
賀
町
役
場
都
市
計
画

課

●
縦
覧
期
間
　
平
成
2
年
Ⅱ
月
0
0
日
か

ら
1
2
月
1
7
日
ま
で

老
良
コ
ミ
ュ
ー
ニ
ア
ィ
広
場

新
設
事
業
認
定
申
請
書
の

縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

土
地
収
用
法
第
鈍
条
第
l
項
の
規
定

に
よ
り
福
岡
県
知
事
か
ら
事
業
認
定
由

講
書
と
、
そ
の
添
付
書
類
の
写
し
の
送

付
を
受
け
ま
し
た
の
で
同
条
第
2
項
の

規
定
に
よ
り
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま



●　●　●　●　●

内場受時潮

害新村　同　日

●　　　●

料　　持
参

金　　品

該当する地区につい

ては、別紙折り込み紙

にも掲載しております

が、12月29日（土）に月、

木、日曜日収集地区の

追加収集を行います。

また次の収集日は1月

7日（月）ですので、ご

協力をお願いいたしま

す。

の鵬II訓文集 の申し込み � �回国園田〇四日田圃田園 
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し尿の臨時収集を申し 込まれる人は12月19 �� � 

日（水）までに役場保健 衛生係でお申し込みく ��〝 � 
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種

従
来
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
各
学
校
で
集
団
実
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
今
年
よ
り
町
内
の
各
開
業
医
（
い

そ
べ
病
院
を
除
く
）
で
個
別
接
謡
い
た

し
ま
す
。

●
期
　
間
　
1
2
月
2
7
日
（
木
）
ま
で

●
対
象
と
料
金

。
3
歳
～
中
学
生
以
下

無
料

。
高
校
生
以
上1

回
に
つ
き
9
2
0
円

●
持
参
晶
　
印
鑑
、
幼
児
は
母
子
健
康

手
帳

今
回
も
従
来
ど
お
り
の
献

血
に
加
え
て
、
新
し
い
献

血
方
法
で
あ
る
成
分
献
血

を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
成
分
献
血
は
登
録

制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は

事
前
に
役
場
保
健
衛
生
係

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

婦
　
相
　
談

献
血
の
実
施
に
つ
い
て

●
期
　
日
　
職
月
1
9
日
（
水
）

●
時
　
間
　
的
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
役
場
玄
関
前

●
そ
の
他
　
前
回
9
月
1
9
日
の
献
血
で

は
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

1
2
月
1
7
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

1
3
時
幻
分
～
1
3
時
0
0
分

役
場
保
健
室

・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

・
産
前
産
後
の
知
識

・
妊
婦
体
操
と
お
産
の
補
助

動
作

印
鑑
（
母
子
健
康
手
帳
受

領
者
の
み
）

無
料


